
号外はインターネットの福島民報ホームページ（ ）でもご覧になれます。
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佐
藤
知
事
は
福
島
市
内
の

ホ
テ
ル
で
連
合
後
援
会
長
の

安
田
寿
男
元
Ｊ
Ａ
福
島
五
連

会
長
ら
か
ら
立
候
補
の
要
請

を
受
け
た
。

佐
藤
氏
は
下
郷
町
出
身
。

田
島
高
、
神
奈
川
大
経
済
学

部
卒
。
学
生
時
代
か
ら
叔
父

の
渡
部
恒
三
元
衆
院
議
員

（
会
津
若
松
市
）
の
秘
書
と

な
り
、
厚
生

大
臣
秘
書
官

を
務
め
た
。
平
成
十
年
の
参

院
選
本
県
選
挙
区
で
初
当

選
。
二
期
目
途
中
の
十
八
年

の
知
事
選
で
初
当
選
を
果
た

し
、
二
十
二
年
に
再
選
さ
れ

た
。二

十
三
年
三
月
の
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
に

向
け
て
本
県
を
け
ん
引
し
て

き
た
。
県
復
興
計
画
を
踏
ま

え
、
平
成
二
十
四
年
に
県
総

合
計
画
を
策
定
し
、
本
県
復

興
の
方
向
性
を
示
し
た
。

十
八
歳
以
下
の
県
民
の
医

療
費
無
料
化
、
コ
メ
の
全
量

全
袋
検
査
な
ど
県
独
自
の
施

策
を
展
開
し
た
。
原
子
力
損

害
賠
償
の
充
実
、
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
促
進
、
避
難
者

の
生
活
支
援
に
も
力
を
注
い

だ
。

後援会との会談会場に入る佐藤雄平知
事‖４日午後１時10分ごろ 福島市

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴五十嵐義隆氏吉田孝司氏 熊坂義裕氏 鉢村 健氏

知
事
選
は
十
月
九
日
告

示
、
二
十
六
日
投
票
で
行
わ

れ
る
。
既
に
自
民
党
県
連
が

擁
立
し
た
元
日
銀
福
島
支
店

長
の
鉢
村
健
氏
五
五
‖
福
島

市
‖
と
、
元
岩
手
県
宮
古
市

長
の
熊
坂
義
裕
氏
六
二
‖
福

島
市
‖
、
自
営
業
の
五
十
嵐

義
隆
氏
三
六
‖
い
わ
き
市

‖
、
医
師
の
吉
田
孝
司
氏

三
六
‖
郡
山
市
‖
の
新
人
四

人
が
立
候
補
を
表
明
し
て
い

る
。

新人４人が表明

十
一
月
十
一
日
で
二
期
目
の
任
期

満
了
を
迎
え
る
佐
藤
雄
平
知
事
六
六

は
知
事
選
に
立
候
補
せ
ず
、
今
期
限

り
で
退
任
す
る
。
四
日
、
連
合
後
援

会
の
会
合
で
表
明
し
た
。


